
く
、
鼠
留
冒
芯
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
独
自
に
編
纂
さ
れ
た
書
物
」
（
×
三

頁
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
皆
ミ
ミ
、
を
的
確
に
翻
訳
す
る
た
め
に
は
、

昂
ざ
写
骨
亀
の
詳
し
い
記
述
を
是
非
と
も
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
訳

文
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
そ
の
努
力
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

訳
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
短
い
注
釈
は
比
較
的
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
訳
者
解
説
に
は
、
誤
り
や
不
備
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
膚
ぜ
き
量
偽

の
独
・
蘭
・
英
訳
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
仏
訳
二
五

六
九
年
刊
行
）
の
存
在
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
昂
ざ
雪
、
骨
含
と
吊
嘗
さ
ミ
偽

の
判
型
は
同
じ
と
あ
る
が
、
実
際
は
後
者
の
ほ
う
が
か
な
り
大
き
い
。

両
言
に
共
通
な
い
わ
ゆ
る
「
神
経
人
」
の
図
は
、
別
の
版
木
か
ら
で
は

な
く
同
一
の
版
木
か
ら
刷
ら
れ
た
。
怜
智
ミ
ミ
殉
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
教
育
上
の
画
期
的
な
工
夫
で
あ
る
剪
型
解
剖
図
を
含
ん
で
い
る
こ

と
を
指
摘
で
き
る
が
、
そ
の
点
の
解
説
が
な
い
。

出
版
元
は
、
医
学
書
・
ラ
テ
ン
語
学
書
で
は
定
評
の
あ
る
、
老
舗
の

南
江
堂
で
あ
る
。
同
社
が
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
問
題
の
多
い
本
を
出
版

し
た
の
か
、
評
者
は
理
解
に
苦
し
ん
で
い
る
。

（
近
藤
均
）

〔
株
式
会
社
南
江
堂
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
三
’
四
二
’
六
、
電
話
○
三

’
三
八
二
’
七
二
三
六
、
一
九
九
四
年
四
月
刊
、
Ｂ
五
判
、
九
六
頁
、

四
二
○
○
円
〕

本
書
は
タ
イ
ト
ル
の
示
す
と
お
り
、
鶴
見
大
学
図
書
館
（
横
浜
市
鶴
見

区
）
の
蔵
書
目
録
の
一
つ
で
、
テ
ー
マ
別
の
第
４
集
と
し
て
「
古
医
書
」

を
対
象
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
柳
澤
慧
二
歯
学
部
長
の
『
古
医
書
目
録
」
刊
行
に
あ
た
っ

て
」
と
い
う
序
文
が
あ
り
、
つ
い
で
本
学
会
評
議
員
で
も
あ
る
戸
出
一

郎
歯
学
部
非
常
勤
講
師
の
「
古
医
学
芳
蹟
」
と
題
す
る
収
録
医
書
の
解

説
が
あ
る
。
戸
出
氏
の
こ
の
解
説
は
短
文
な
が
ら
き
わ
め
て
要
を
尽
く

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
収
録
貴
重
害
の
大
概
が
知
れ
る
。
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
は
左
記
の
よ
う
に
あ
る
。

「
鶴
見
大
学
に
古
医
書
が
蒐
集
さ
れ
た
の
は
、
本
学
に
歯
学
部
が
創

設
さ
れ
た
一
九
七
○
年
以
後
の
こ
と
で
、
当
時
、
新
設
歯
学
部
の
図

書
購
入
に
当
ら
れ
た
故
今
川
与
曹
先
生
が
、
害
騨
を
通
じ
て
某
蒐
集

家
か
ら
三
二
○
点
の
古
医
書
を
購
入
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ

ら
の
古
医
書
は
書
誌
学
・
医
史
学
の
両
面
か
ら
見
て
質
の
高
い
も
の

で
、
思
わ
ぬ
掘
出
物
に
関
係
者
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核
と
し
て
各
時
代
に
お
け
る
善

本
を
増
補
し
、
今
日
ま
で
に
総
数
四
六
五
点
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の

度
目
録
を
編
纂
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」

凡
例
に
よ
る
と
、
本
目
録
の
収
載
範
囲
は
、
日
本
お
よ
び
中
国
・
朝

鮮
で
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
（
一
部
西
洋
医
学
害
は
明
治
時
代
に
及
ぶ
）
ま

鶴
見
大
学
図
書
館

『
特
定
テ
ー
マ
別
蔵
書
目
録
集
成
４
１
１
漢
方
と
泰
西
医
学
」
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で
に
筆
写
ま
た
は
刊
行
さ
れ
た
資
料
で
、
収
載
点
数
は
、
写
本
が
六
一

点
七
三
冊
、
版
本
が
四
○
四
点
一
七
五
三
冊
、
合
計
四
六
五
点
一
八
二

六
冊
。
う
ち
唐
本
六
点
九
六
冊
、
韓
本
二
点
二
冊
、
古
活
字
版
二
点

二
冊
、
近
世
木
活
字
版
八
点
四
七
冊
を
含
む
と
い
う
。

次
に
写
真
版
が
四
頁
に
わ
た
り
、
二
種
の
貴
重
害
の
害
影
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
れ
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

『
黄
帝
内
経
素
問
」
。
こ
れ
は
明
の
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
朝
鮮

の
内
医
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
韓
版
。
三
木
栄
『
朝
鮮
医
書
誌
」

に
万
暦
四
十
三
年
活
字
韓
版
（
三
木
旧
蔵
・
杏
雨
書
屋
現
蔵
）
が
載
っ
て
い

か
ぷ

る
が
、
こ
れ
は
そ
の
覆
せ
刻
り
で
あ
ろ
う
。
十
二
巻
本
で
、
も
と
は
中

国
元
刊
本
に
由
来
す
る
。

『
素
問
入
式
運
気
論
奥
」
。
慶
長
十
六
年
（
一
六
二
）
吉
田
宗
恂
の
門

人
で
当
時
の
有
力
な
言
騨
で
あ
っ
た
梅
寿
の
刊
行
に
な
る
古
活
字
版
。

同
書
の
日
本
初
刊
本
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
東
洋
文
庫
・
大
東
急
記
念

文
庫
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
同
版
本
が
あ
る
。
ま
た
同
年
刊
の
異

植
字
版
も
存
在
す
る
。

「
格
致
余
論
」
。
本
耆
は
目
録
に
鑑
定
さ
れ
る
ご
と
く
明
初
の
刊
本
で
、

「
東
垣
十
書
」
の
一
つ
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
・

ホ
ー
レ
イ
旧
蔵
の
珍
本
。

「
黄
帝
内
経
素
問
註
証
発
微
』
。
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
序
刊
本
で
、

こ
れ
は
多
分
初
刊
本
で
あ
ろ
う
。

『
医
学
源
流
』
・
こ
れ
は
日
本
最
初
の
刊
行
医
書
と
し
て
有
名
な
大
永
八

年
（
一
五
二
八
）
阿
佐
井
野
宗
瑞
刊
『
医
耆
大
全
」
の
首
巻
で
あ
る
。

「
明
医
雑
著
」
。
実
際
に
は
『
節
斎
医
諭
」
と
題
す
る
古
活
字
本
。
大
束

急
記
念
文
庫
に
同
版
本
が
あ
り
、
慶
長
中
刊
本
と
推
定
さ
れ
る
。

「
傷
寒
日
期
纂
孜
」
。
森
立
之
の
著
で
、
従
来
、
杏
雨
書
屋
に
弟
子
青
山

道
醇
の
模
抄
本
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
原
本

た
る
森
立
之
の
自
筆
稿
本
。
文
久
二
年
（
一
八
六
三
成
稿
。
反
町
弘
文

荘
旧
蔵
。

「
頓
医
紗
」
。
永
禄
十
年
二
五
六
七
）
の
写
に
か
か
る
巻
四
十
七
の
零

本
。
最
後
に
『
泰
西
本
草
名
疏
』
「
医
範
提
綱
内
象
銅
版
図
」
「
重
訂
解
体

新
書
銅
版
全
図
」
の
写
真
が
あ
る
。

戸
出
氏
は
本
目
録
収
載
耆
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
全
体
を
概
括
し
て
言
え
ば
、
こ
の
蔵
書
は
、
我
国
医
学
の
各
時
代
．

各
分
野
・
各
科
に
お
い
て
、
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
重
要
な
書
物
が

重
点
的
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
も
の
が
多
い

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
初
版
本
又
は
そ
れ
に
近
い
版
本
が

多
く
、
稀
親
書
も
あ
り
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
に
は
貴
重
な
資
料
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
蔵
書
の
書
誌
学
的
或
は
医
史
学
的
価
値
に
つ
い
て

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
漢
方
医
学
が
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、

臨
床
的
に
も
ま
た
計
り
知
れ
な
い
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
」

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

（
小
紳
応
洋
）

〔
鶴
見
大
学
図
書
館
・
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
’
一
’
三
、
電
話
○
四
五

’
五
八
一
’
一
○
○
一
、
一
九
九
四
年
一
月
発
行
、
Ａ
５
判
、
一
○
八

頁
、
非
売
品
〕
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